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第
六
節
　
　
粘
葉
本
・
伊
予
切
に
関
す
る
考
察  

―
雲
紙
本
・
関
戸
本
と
の
関
係
を
中
心
に
―
　

一

本
書
（
第
一
章 

第
一
節
）
中
、
述
べ
た
通
り
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
（
雲
紙
本
類
と
略
称
す
る
）
は
源
兼
行
の
手
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、
十
一

世
紀
中
葉
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

粘
葉
本
・
伊
予
切
（
粘
葉
本
類
と
略
称
す
る
）
の
書
の
問
題
に
つ
い
て
も
本
書
（
第
二
章 

第
二
・
三
節
）
中
、
取
り
上
げ
た
。
極
め
て
近
い
関
係

に
は
あ
る
も
の
の
、
両
本
は
同
筆
と
は
言
い
難
い
と
著
者
は
考
え
る
。
粘
葉
本
・
伊
予
切
も
雲
紙
本
・
関
戸
本
と
同
じ
頃
（
十
一
世
紀
中
葉
）
の

書
写
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
）
1
（

、
書
写
年
代
が
古
く
、
撰
者
で
あ
る
藤
原
公
任
（
以
下
、
撰
者
と
呼
称
す
る
）
が
撰
し
た
原
本
を
探
る
上
で
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

か
つ
て
、
堀
部
正
二
氏
は
主
に
本
文
の
関
係
性
に
注
目
し
て
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
を
次
の
ご
と
く
分
類
さ
れ
た
）
2
（

。

⑴
御
物
伝
行
成
筆
粘
葉
装
本
の
系
統
に
近
き
も
の
…
…
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切

⑵
関
戸
家
蔵
伝
行
成
筆
本
（
源
兼
行
筆
）
の
系
統
に
近
き
も
の
…
…
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本

⑶
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か
ず
夫
々
に
特
異
の
本
文
を
有
し
て
雑
類
と
も
称
す
べ
き
も
の

雲
紙
本
と
関
戸
本
に
つ
い
て
、「
本
文
は
誤
写
の
末
に
至
る
ま
で
両
本
よ
く
一
致
し
て
ゐ
て
全
く
同
系
の
も
の
で
あ
り
、
先
の
御
物
粘
葉
装
本

以
下
の
一
類
と
対
す
べ
き
別
の
系
統
を
な
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
た
）
3
（

。
そ
し
て
、
同
氏
は
「
撰
者
公
任
に
よ
つ
て
書
写
さ
れ
た
朗
詠
集
は
た
ゞ
一
本

と
は
限
ら
な
か
っ
た
ら
う
し
、
従
っ
て
又
其
間
に
若
干
の
異
同
を
有
つ
数
個
の
原
本
が
既
に
当
時
に
お
い
て
も
あ
つ
た
ら
う
と
い
ふ
想
像
は
可
能

で
あ
る
」
と
さ
れ
た
）
4
（

。

ま
た
、
三
木
雅
博
氏
は
「
撰
者
の
公
任
自
身
が
『
粘
葉
本
系
』『
関
戸
本
系
』
の
両
系
統
の
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
本
と
な
る
よ
う
な
二
種
類
の
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
の
異
な
っ
た
タ
イ
プ
の
『
朗
詠
集
』写
本
を
書
き
残
し
て
い
た
可
能
性
さ
え
、
あ
な
が
ち
に
否
定
で
き
な
い
」
と
さ
れ
た
）
5
（

。
同
氏
は
、
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雲
紙
本
・
関
戸
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
「『
一
つ
前
の
段
階
』
の
本
文
と
は
、
時
代
的
に
考
え
て
公
任
の
原
撰
本
文
に
き
わ
め
て
近
い
時
代
の
も

の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
公
任
の
撰
し
た
本
文
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
）
6
（

。

一
方
、
久
曽
神
昇
氏
は
主
に
形
態
的
な
面
か
ら
次
の
ご
と
く
大
別
さ
れ
た
）
7
（

。

甲
類
…
…
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
（
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
一
類
と
巻
子
本
・
葦
手
本
の
一
類
に
分
類
）

乙
類
…
…
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切

ま
た
、「
少
な
く
と
も
初
稿
本
・
再
稿
本
・
精
撰
本
の
三
種
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
は
、
更
に
今
後
研
究
す
べ
き
問
題
で
あ

る
が
、
著
者
公
任
の
手
許
に
存
し
た
原
本
に
、
次
第
に
追
補
せ
ら
れ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
三
類
の
伝

本
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
や
は
り
公
任
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
甲
類
の
雲
紙
本
・
関
戸
本
を
「
初
稿
本
」、
巻
子
本
・

葦
手
本
・
久
松
切
を
「
再
稿
本
」、
乙
類
の
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
を
「
精
撰
本
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
8
（

。

そ
こ
で
は
撰
者
に
よ
り
雲
紙
本
・
関
戸
本
、
巻
子
本
・
葦
手
本
・
久
松
切
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
と
い
う
順
に
「
次
第
に
追
補
せ
ら
れ
」、
そ
れ

ら
は
「
初
稿
本
」・「
再
稿
本
」・「
精
撰
本
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
提
言
さ
れ
た
。

し
か
し
既
に
本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
粘
葉
本
と
伊
予
切
の
基
と
な
る
本
（
以
下
、
親
本
と
仮
称
す
る
）
は
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
雲
紙
本
と
関
戸
本
の
親
本
に
つ
い
て
も
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、「
初
稿
本
」
で
あ
る
雲
紙
本
類
か

ら
「
精
撰
本
」
で
あ
る
粘
葉
本
類
が
生
成
さ
れ
た
と
い
う
捉
え
方
に
つ
い
て
整
合
し
な
い
点
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
堀
部
氏
は
雲
紙
本
・
関
戸
本
に
つ
い
て
、
粘
葉
本
類
の
「
一
類
と
対
す
べ
き
別
の
系
統
を
な
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
）
9
（

、
そ
の
論
を
踏
ま
え
、

三
木
氏
も
「
系
統
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
諸
伝
本
の
中
に
は
、
粘
葉
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
箇
所
が
随
所
に
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
系
統
」

と
は
前
述
し
た
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
の
四
本
の
み
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
、
不
明
確
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
節
で
は
以
上
述
べ
た
二
点
（
以
下
、
堀
部
説
、
久
曽
神
説
と
呼
称
す
る
）
に
焦
点
を
当
て
る
。
粘
葉
本
類
に
つ
い
て
、
主
に
雲
紙
本
類
と
の

間
に
見
ら
れ
る
異
同
箇
所
を
挙
げ
、
そ
の
実
態
を
示
し
、
そ
れ
を
も
と
に
前
述
し
た
先
学
の
所
論
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
。
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本
章
中
、
述
べ
た
通
り
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
は
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
こ
の
四
本
の
う
ち
、
近
衛
本
は
稍
々
性
格

を
異
に
す
る
。
ま
た
法
輪
寺
切
は
現
存
す
る
分
量
が
少
な
い
。
よ
っ
て
、
近
衛
本
、
及
び
法
輪
寺
切
は
本
節
で
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
調
査

の
対
象
外
と
す
る
。
粘
葉
本
・
伊
予
切
を
粘
葉
本
類
と
し
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
を
雲
紙
本
類
と
呼
称
し
、
主
に
こ
の
四
本
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、

本
節
に
お
け
る
「
諸
伝
本
」
と
は
平
安
時
代
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
伝
本
の
こ
と
で
あ
る
。

二

本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
調
査
し
得
た
諸
伝
本
の
詩
歌
句
の
う
ち
の
一
一
首
）
10
（

は
後
人
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
）
11
（

。
そ
の
一
一
首

を
除
く
と
粘
葉
本
に
無
い
の
は
796
の
次
・
322
、
伊
予
切
に
無
い
の
は
434
・
601
・
322
で
あ
り
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
両
本
に
共
に
存
し
な
い
の
は
322

の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
322
が
無
い
の
は
諸
伝
本
中
、
こ
の
両
本
だ
け
で
あ
る
。

粘
葉
本
・
伊
予
切
は
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
二
首
を
有
し
、
そ
の
詩
歌
句
数
は
諸
伝
本
中
、
最
も
多
い
。
ま
た
、
粘
葉
本
等
に
は
な
く
、
伊
予
切
が
有

し
て
い
る
「
434
の
次
」
は
先
学
の
研
究
で
は
「
恐
ら
く
公
任
原
撰
本
に
は
存
し
な
か
っ
た
も
の
」
で
あ
り
）
12
（

、「
後
人
の
加
筆
に
し
て
、
し
か
も
尊
圓

親
王
以
後
の
し
わ
ざ
な
る
べ
き
」
と
さ
れ
た
和
歌
で
あ
る
）
13
（

。

伊
予
切
が
本
歌
を
有
し
、
ま
た
、
434
が
無
い
こ
と
が
不
可
解
で
あ
り
、
そ
こ
は
伊
予
切
本
来
の
姿
で
は
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
既
に
本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
当
該
二
首
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
す
る
と
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
両
本
、
及
び
そ
の
い

ず
れ
か
に
無
い
詩
歌
句
の
う
ち
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
が
有
し
て
い
る
の
は
三
首
（
322
・
601
・
796
の
次
）
の
み
と
な
る
。

久
曽
神
氏
は
そ
の
三
首
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
、「
誤
脱
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
322
に
つ
い
て
は
、「
八
百
首
の
う
ち
で
僅
か
に
一
首

ま
た
は
二
首
の
誤
脱
で
あ
る
こ
と
を
思
う
に
、
両
本
が
た
ま
た
ま
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
く
」、「
原
本
に
は
存
し
な
が
ら
、
粘
葉
本
、

伊
予
切
の
祖
本
に
お
い
て
、
す
で
に
脱
し
て
い
た
と
、
し
ば
ら
く
推
定
し
て
お
く
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
14
（

。
本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
そ
の
可
能
性

は
高
く
、
粘
葉
本
類
の
書
写
者
の
見
落
と
し
で
は
な
く
、
322
は
公
任
が
撰
し
た
原
本
に
は
存
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。
本
書
（
第
三
章
）
中
、
取
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り
上
げ
る
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
伝
行
成
筆
大
字
切
が
322
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
他
本
に
は
あ
る
が
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
は
一
五
首
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
雲
紙
本
類
に
の
み
無
い
の
は
九
首
）
15
（

で
あ
っ
た
。

次
に
排
列
上
の
異
同
に
つ
い
て
述
べ
る
。

粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
相
違
の
う
ち
、
顕
著
で
あ
る
の
は
巻
上
、
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
の
排
列
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
節
の
次
項

「
三
」
に
お
い
て
述
べ
る
通
り
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
本
文
中
、
粘
葉
本
類
で
は
「
藤
」「
躑
躅
」「
款
冬
」
の
順
で
あ
り
、
雲
紙
本
類
で
は
「
躑
躅
」

「
款
冬
」「
藤
」
の
順
で
あ
る
。
し
か
し
粘
葉
本
類
の
目
録
に
お
い
て
は
揺
れ
が
あ
り
、「
躑
躅
」「
藤
」「
款
冬
」
の
順
で
あ
る
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、

粘
葉
本
類
と
同
じ
排
列
で
あ
る
伝
本
は
見
当
た
ら
ず
、
い
ず
れ
も
雲
紙
本
類
と
同
じ
排
列
で
あ
る
。

そ
の
他
、
諸
伝
本
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
排
列
、
雲
紙
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
排
列
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
た
（
粘
葉
本

類
で
は
308
・
309
で
あ
る
の
に
対
し
て
他
本
で
は
309
・
308
で
あ
る
。
雲
紙
本
類
で
は
202
・
201
の
順
で
あ
る
の
に
対
し
て
他
本
で
は
201
・
202
で
あ
る
）。

以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
諸
伝
本
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
に
の
み
無
い
一
首
（
322
）
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
322
、
及
び
「
後
人
に
よ
る

追
補
」
か
と
思
わ
れ
る
詩
歌
句
を
除
く
と
、
他
の
伝
本
に
は
あ
る
が
雲
紙
本
類
に
は
無
い
詩
歌
句
、
及
び
雲
紙
本
類
が
有
す
る
詩
歌
句
の
全
て
を

粘
葉
本
類
の
親
本
は
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
す
る
。
ま
た
諸
伝
本
中
、
雲
紙
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
排
列
、
及
び
粘
葉
本
類
に
し

か
見
ら
れ
な
い
排
列
も
確
認
し
た
。

三

次
に
題
に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

雲
紙
本
・
関
戸
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
は
そ
れ
ぞ
れ
目
録
（
題
の
一
覧
）
を
有
す
る
。
題
は
目
録
、
及
び
本
文
中
、
存
す
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、

四
本
間
に
見
ら
れ
る
異
同
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
目
録
」
と
「
本
文
中
」
と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
同
、
及
び
各
題
の
排
列

上
の
異
同
も
含
め
る
。
各
項
目
に
お
け
る
目
録
中
の
題
、
本
文
中
の
題
の
順
に
掲
載
し
、
括
弧
内
に
は
当
該
事
項
を
有
す
る
四
本
の
略
号
を
記
す
。
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当
該
箇
所
が
存
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
「
ナ
シ
」
と
記
す
（
以
下
、
同
）。

そ
の
多
く
に
は
付
項
目
）
16
（

の
有
無
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
事
例
Ｂ
・
事
例
Ｃ
と
し
て
後
半
に
挙
げ
る
。
そ
こ
に
該
当
し
な
い
事
例

を
事
例
Ａ
と
し
て
は
じ
め
に
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

事
例
Ａ

1
目
録
：
躑
躅　

藤　

款
冬
（
粘
・
伊
）

躑
躅　

款
冬　

藤
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
藤　

躑
躅　

款
冬
（
粘
・
伊
）

躑
躅　

款
冬
者
山
不

幾
也　

藤
（
雲
）
17
（

・
関
）

2
目
録
：
花
橘
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

本
文
中
：
橘
花
（
粘
・
伊
）

花
橘
（
雲
・
関
）

3
目
録
：
扇
ナ
シ
（
粘
・
伊
）

扇
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
扇
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

4
目
録
：
八
月
十
五
夜
付
月
（
粘
・
伊
）　　
　

十
五
夜
付
月
（
雲
）
18
（

・
関
）　　
　

本
文
中
：
十
五
夜
付
月　

月
（
粘
・
伊
）　　
　

八
月
十
五
夜
付
月　

月
（
雲
・
関
）

5
目
録
：
九
月
付
菊
（
粘
・
伊
）　　
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九
日
付
菊
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
九
日
付
菊　

菊
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

6
目
録
：
氷
付
春
氷　

雪
（
粘
・
伊
）

雪　

氷
（
雲
）
19
（

）

雪　

氷
付
春
氷
（
関
）

本
文
中
：
雪　

氷
付
春
氷
（
粘
・
伊
・
関
）

雪　

氷
（
雲
）
20
（

）

7
目
録
：
故
京
（
粘
・
伊
）

古
京
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
古
京
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

8
目
録
：
故
宮
付
故
宅
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

本
文
中
：
故
宮
付
破
宅
（
粘
・
伊
）

故
宮
付
故
宅
（
雲
・
関
）

9
目
録
：
山
家　

田
家
（
粘
・
伊
）

田
家　

山
家
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
山
家　

田
家
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

右
の
う
ち
の
1
（
巻
上
、春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
）
の
排
列
の
こ
と
は
前
項
「
二
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、粘
葉
本
類
で
は
目
録
中
の
題
「
躑

躅　

藤　

款
冬
」
と
本
文
中
の
題
「
藤　

躑
躅　

款
冬
」
と
の
間
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
久
曽
神
氏
は
、「
関
戸
本
等
の
如
く
、

最
初
は
目
録
と
本
文
と
が
一
致
し
て
い
た
の
を
、
後
に
な
っ
て
本
文
の
藤
を
前
に
移
す
に
あ
た
り
、
本
文
で
は
躑
躅
の
前
に
移
し
な
が
ら
、
目
録
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で
は
款
冬
の
前
に
出
し
た
為
に
、
本
文
と
目
録
と
一
致
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
た
）
21
（

。
具
体
的
な
指
摘
は
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
記
述
内
容
か
ら
、
久
曽
神
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
は
撰
者
の
行
為
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

右
の
う
ち
の
9
は
雲
紙
本
類
の
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
目
録
中
の
題
に
つ
い
て
は
「
山
家　

田
家
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
雲
紙
本
類
で

は
順
序
が
転
倒
し
て
い
る
）
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
以
下
述
べ
る
通
り
、
粘
葉
本
類
の
方
が
雲
紙
本
類
よ
り
も
誤
写
が
多
い
こ
と
が
判
る
。
2

で
は
「
花
橘
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、粘
葉
本
類
（
本
文
中
）
に
お
い
て
は
「
橘
花
」
で
あ
る
。
粘
葉
本
類
に
見
ら
れ
る
6
（
目
録
中
）「
氷
付
春
氷　

雪
」

で
は
転
倒
し
て
お
り
、
ま
た
、
粘
葉
本
類
に
見
ら
れ
る
5
（
目
録
中
）「
九
月
」、
7
（
目
録
中
）「
故
京
」、
8
（
本
文
中
の
付
項
目
）「
破
宅
」
も
誤

写
で
あ
り
、
3
（
目
録
中
）「
扇
」
が
存
し
な
い
の
も
粘
葉
本
類
の
脱
漏
で
あ
ろ
う
。　

次
に
、
事
例
Ｂ
・
事
例
Ｃ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

事
例
Ｂ
で
は
本
文
中
、
関
連
す
る
二
項
目
の
題
の
う
ち
の
後
方
の
題
が
目
録
で
は
付
項
目
と
し
て
存
す
る
場
合
を
挙
げ
る
。
そ
こ
に
含
ま
れ

な
い
事
例
は
事
例
Ｃ
に
挙
げ
る
。

前
項
と
同
様
に
、
各
項
目
に
お
け
る
目
録
中
の
題
、
本
文
中
の
題
の
順
に
掲
載
し
、
括
弧
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
事
項
を
有
す
る
四
本
の
略
号

を
記
す
。

事
例
Ｂ

10
目
録
：
子
日
付
若
菜
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

本
文
中
：
子
日　

若
菜
（
粘
・
雲
・
関
）

若
菜
（
伊
）

11
目
録
：
梅
付
紅
梅
（
粘
・
伊
） 

梅
（
雲
）
22
（

・
関
）　　
　
　
　

本
文
中
：
梅　

紅
梅
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）
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12
目
録
：
花
付
落
花
（
粘
・
伊
・
雲
）　　
　
　
　
　

花
（
関
）

本
文
中
：
花
付
落
花　

落
花
（
粘
・
伊
）

花　

落
花
（
雲
・
関
）

13
目
録
：
紅
葉
付
落
葉
（
粘
・
伊
）　　

紅
葉
（
雲
）
23
（

・
関
）

本
文
中
：
紅
葉　

落
葉
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）　

事
例
Ｃ

14
目
録
：
三
月
三
日
（
粘
・
雲
・
関
）　

三
月
三
日
付
桃
（
伊
）

本
文
中
：
三
月
三
日
付
桃
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

15
目
録
：
雁
付
帰
雁
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

本
文
中
：
雁
付
帰
雁
（
粘
・
伊
・
雲
）

雁
（
関
）

16
目
録
：
氷
付
春
氷
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）　　
　

氷
（
雲
）
24
（

）

本
文
中
：
氷
付
春
氷
（
粘
・
伊
・
関
）

氷
（
雲
）
25
（

）

17
目
録
：
管
弦
付
舞
妓
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）
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本
文
中
：
管
弦
（
粘
・
伊
・
雲
）

管
弦
付
舞
妓
（
関
）

18
目
録
：
文
詞
付
遺
文
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

本
文
中
：
文
詞
付
遺
文
（
粘
・
伊
）　

文
詞
（
雲
・
関
）

19
目
録
：
水
付
漁
父
（
粘
・
伊
）　　
　

水
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
水
付
漁
父
（
粘
・
伊
・
雲
）　　

水
（
関
）

20
目
録
：
仙
家
付
道
士
隠
倫
（
粘
・
伊
）　

仙
家
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
仙
家
付
道
士
隠
倫
（
粘
・
伊
）　　
　
　
　
　

仙
家
（
雲
）
26
（

・
関
）　　
　
　
　
　
　
　

21
目
録
：
帝
王
付
法
皇
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

本
文
中
：
帝
王
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

22
目
録
：
親
王
付
王
孫
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
）

本
文
中
：
親
王
付
王
孫
（
粘
・
伊
）

親
王
（
雲
）
27
（

・
関
）

23
目
録
：
丞
相
付
執
政
（
粘
・
伊
）　
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丞
相
（
雲
・
関
）

本
文
中
：
丞
相
付
執
政
（
粘
・
伊
）　

丞
相
（
雲
・
関
）

前
掲
事
例
Ｂ
（
10
〜
13
）
で
は
い
ず
れ
の
伝
本
に
お
い
て
も
目
録
中
と
本
文
中
と
の
間
に
当
該
題
に
つ
い
て
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
目
録
中
、

粘
葉
本
類
に
は
あ
る
付
項
目
が
、
雲
紙
本
11
・
13
、
及
び
関
戸
本
11
・
12
・
13
に
は
無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

一
方
、
事
例
Ｃ
の
粘
葉
本
・
伊
予
切
17
・
21
、
雲
紙
本
17
・
18
・
21
・
22
、
関
戸
本
15
・
18
・
21
・
22
で
は
、
目
録
に
は
あ
る
付
項
目
が
本

文
中
に
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
粘
葉
本
14
、
雲
紙
本
14
・
19
、
関
戸
本
14
で
は
本
文
中
に
は
あ
る
付
項
目
が
目
録
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

事
例
Ｂ
・
事
例
Ｃ
の
目
録
中
、
及
び
本
文
中
の
各
題
に
見
ら
れ
る
四
本
そ
れ
ぞ
れ
の
付
項
目
の
数
に
つ
い
て
は
次
に
示
す
通
り
、
粘
葉
本
類

の
方
が
雲
紙
本
類
よ
り
も
多
い
こ
と
が
判
る
（
付
項
目
が
雲
紙
本
に
あ
り
粘
葉
本
・
伊
予
切
に
無
い
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、
関
戸
本
に
あ
り
、
粘

葉
本
・
伊
予
切
に
無
い
も
の
は
一
例
の
み
〈
17
〉
で
あ
る
）。

目
録
中　

 

粘
葉
本
：
一
三
か
所
（
14
を
除
く
全
て
）、
伊
予
切
：
一
四
か
所
（
全
て
）、
雲
紙
本
：
七
か
所
（
10
・
12
・
15
・
17
・
18
・
21
・
22
）、

関
戸
本
：
七
か
所
（
10
・
15
・
16
・
17
・
18
・
21
・
22
）。

本
文
中　

 

粘
葉
本
・
伊
予
切
：
九
か
所
（
12
・
14
・
15
・
16
・
18
・
19
・
20
・
22
・
23
）、
雲
紙
本
：
三
か
所
（
14
・
15
・
19
）、
関
戸
本
：
三

か
所
（
14
・
16
・
17
）。

以
上
、
粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
同
は
誤
謬
・
脱
漏
に
よ
る
と
思
し
き
も
の
、
及
び
付
項
目
の
有
無
に
関
す
る
も
の
に
限

ら
れ
て
お
り
、
両
類
間
に
別
種
の
題
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
る
。
さ
ら
に
、
付
項
目
が
多
い
と
い
う
点
に
お
い
て
は
雲
紙
本
類
に
「
追
補
」
さ

れ
た
形
態
が
粘
葉
本
類
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
粘
葉
本
類
の
方
が
雲
紙
本
類
よ
り
も
目
録
中
の
題
と
本
文
中
の
題
と
の
間
の
異
同

が
僅
か
な
が
ら
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
異
同
の
要
因
が
撰
者
に
よ
る
も
の
か
、
ま
た
は
後
人
に
よ
る
の
か
判
断
は
つ
か
な
い
も
の
の
、
粘
葉
本
類

に
存
す
る
誤
字
・
脱
字
の
実
状
か
ら
も
粘
葉
本
類
に
つ
い
て
「
精
撰
本
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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一
方
、
そ
の
他
の
諸
伝
本
と
照
合
し
て
み
る
と
、
前
述
し
た
事
例
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
事
例
は
七
か
所
（
1
〈
二
か
所
〉・

2
・
3
・
5
・
6
・
12
）、
雲
紙
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
事
例
は
四
か
所
（
1
・
9
・
19
・
20
）
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、
事
例
Ａ
の
う
ち
の
7
「
故
京
」
は
久
松
切
に
も
存
し
、
8
「
故
宮
付
破
宅
」
は
戊
辰
切
に
も
存
す
る
。
本
書
（
第
三
章
）
中
、
述
べ
る
通
り
、

久
松
切
・
戊
辰
切
の
個
々
の
本
文
は
そ
の
他
の
伝
本
の
中
で
は
稍
々
粘
葉
本
類
に
近
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
両
本
と
も
に
「
粘
葉
本
系
統
」

に
属
す
る
と
は
言
え
な
い
。

四

次
に
個
々
の
本
文
か
ら
事
例
を
挙
げ
る
。
粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
本
文
関
係
を
み
る
た
め
に
、
和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と

し
て
異
同
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
、
及
び
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
に
つ
い
て
は
実
質
的
異
同
と
同
レ
ベ

ル
で
は
扱
え
な
い
た
め
、
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き
文
字
、
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら

れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
も
原
則
、
異
同
判
定
の
際
、
そ
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
そ
の
結
果
、
粘
葉
本
類
が
雲
紙
本
類
と
対
立
関
係
に
あ
る
の
は

和
歌
六
五
か
所
、
漢
詩
一
三
六
か
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
の
二
本
に
の
み
見
ら
れ
る
本
文
を
詩
歌
番
号
と
と
も
に
挙
げ
る
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

56
け
ふ
と
の
み
・
58
を
し
く
も
あ
る
か
な
・
79
は
や
た
ち
に
け
り
・
80
晴
・
89
村
・
97
芳
・
98
計
・
142
い
ま
や
ち
る
ら
ん
・
166
か
よ
ふ
な
れ
・

175
漠
・
190
く
さ
ふ
か
く
・
202
く
も
は
れ
て
・
207
あ
き
の
は
し
め
に
・
207
な
り
ぬ
と
お
も
へ
は
・
213
更
・
214
鬟
・
247
弄
・
288
鳳
・
317
秋
・
341
緩
・

381
め
つ
ら
し
と
み
る
・
554
巻
・
623
ま
つ
と
せ
し
ま
に
・
624
清
・
720
黛

諸
伝
本
の
う
ち
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
の
三
本
に
の
み
見
ら
れ
る
本
文
も
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

498
い
く
よ
を
つ
め
る
・
526
う
ち
に
こ
そ
お
も
へ
・
572
当
・
680
朝
・
696
少
・
742
襟
満
・
776
こ
け
の
む
す
ま
て
・
798
た
め
し
な
る
覧

ま
た
、
以
下
の
通
り
、
諸
伝
本
中
、
雲
紙
本
類
に
の
み
確
認
さ
れ
る
本
文
も
あ
る
。
な
お
、
以
下
挙
げ
る
「
263
兮
ナ
シ
」
と
は
他
本
に
は
存
す
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る
「
兮
」
が
雲
紙
本
類
に
は
存
し
な
い
こ
と
を
指
す
（
以
下
、
同
様
な
表
記
と
す
る
）。

43
暁
月
・
84
教
・
85
も
る
と
も
は
な
の
・
116
波
・
176
当
飛
翻
・
186
始
・
194
夕
・
211
い
く
か
に
ん
あ
ら
ね
と
・
212
巧
乞
・
217
且
雖
・
263
兮
ナ
シ
・

275
僧
）
28
（

・
296
寂
寞
・
328
急
・
342
然
・
376
排
・
435
灑
・
437
盈
）
29
（

・
457
濕
・
481
紅
・
495
晨
・
503
船
・
508
程
・
515
雀
朱
・
521
月
色
・
532
兮
ナ
シ
・
539
ち

る
を
や
ひ
と
は
・
543
峙
・
558
朱
・
592
而
ナ
シ
・
614
羅
綺
・
650
長
年
・
666
高
・
728
父
・
742
年
・
745
翫
・
745
花
ナ
シ
・
745
月
ナ
シ
・
757
臥
・
770
乱
・

770
水
・
772
去
・
780
雨
夜
・
785
窓
・
793
衆
・
794
見

こ
こ
か
ら
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
は
、
と
も
に
諸
伝
本
の
中
で
特
異
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
以
上
挙
げ
た
本
文
の
中
に
は
そ
の

後
、
書
写
さ
れ
た
伝
本
に
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
と
推
測
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
木
雅
博
氏
は
、
か
つ
て
粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
間
に
見
ら
れ
る
本
文
異
同
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
際
、
以
上
挙
げ
た
事
例

の
う
ち
、
粘
葉
本
類
の
「
554
巻
」・
雲
紙
本
類
の
「
435
灑
」
に
つ
い
て
、「
改
変
」
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
）
30
（

。
そ
し
て
異
文
が
生
じ
た

要
因
の
一
つ
と
し
て
「
口
ず
さ
ま
れ
、
そ
の
折
々
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
自
由
に
文
句
が
変
え
ら
れ
て
い
く
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
他

に
も
「
改
変
」
さ
れ
た
と
い
う
本
文
を
挙
げ
ら
れ
た
）
31
（

。
首
肯
さ
れ
る
ご
論
で
は
あ
る
が
、
既
に
本
書
（
第
一
・
二
章
）
中
、
述
べ
た
通
り
、
粘
葉
本
・

雲
紙
本
両
類
に
つ
い
て
は
書
写
上
の
型
が
既
に
用
意
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
両
類
に
お
け
る
本
文
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
で
あ
る
も
の
に
関
し
て

は
、
特
に
粘
葉
本
類
に
つ
い
て
は
、
そ
の
書
写
の
過
程
に
お
い
て
偶
発
的
に
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本
に
既
に
存
し
て
い
た
と
推

測
す
る
。
そ
の
こ
と
は
本
文
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
前
項
に
お
い
て
述
べ
た
排
列
、
題
に
お
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
三
木
氏
は
該
書
に
お
い
て
「
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
」
を
「
粘
系
諸
本
」
と
し
、「
雲
紙
本
・
関
戸
本
」
を
「
関
系
諸
本
」
と
さ
れ
た
。

後
者
の
二
本
の
み
を
「
諸
本
」
と
さ
れ
た
点
に
加
え
、
そ
の
事
例
の
う
ち
の
「
657
」）

32
（

が
雲
紙
本
に
は
存
し
な
い
詩
句
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
当

該
箇
所
を
「
関
系
諸
本
」
と
さ
れ
た
点
は
不
明
確
で
あ
る
。

最
後
に
注
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。

粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
同
の
う
ち
の
最
多
は
、
①
粘
葉
本
類
が
作
者
名
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
雲
紙
本
類
に
は
作
者
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名
と
題
詞
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
三
〇
か
所
で
あ
る
。

次
い
で
多
い
の
は
、
②
雲
紙
本
類
に
は
作
者
名
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
粘
葉
本
類
に
は
注
記
が
見
ら
れ
な
い
二
二
か
所
で
あ
り
、
そ
の
他
、

③
粘
葉
本
類
に
は
作
者
名
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
雲
紙
本
類
に
は
注
記
が
見
ら
れ
な
い
二
〇
か
所
も
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
①
・
②
か
ら
、
粘
葉

本
類
よ
り
も
雲
紙
本
類
の
方
が
詳
細
な
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
久
曽
神
説
に
従
う
な
ら
ば
右
の
う
ち
の
①
・
②
に
つ
い
て
、
粘
葉
本
類
で
は
雲

紙
本
類
の
注
記
を
省
筆
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
右
の
う
ち
の
③
に
よ
る
と
そ
の
よ
う
な
方
針
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
が

判
る
。
異
同
の
要
因
は
単
一
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
以
下
挙
げ
る
事
例
か
ら
も
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
同
の
う
ち
、
内
容
的
に
異
な
る
も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
以
下
の
事
例
Ｄ
・
事
例
Ｅ
の
通
り
で

あ
る
。
粘
葉
本
と
伊
予
切
と
が
同
一
で
あ
り
、
な
お
か
つ
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
が
同
一
で
あ
る
場
合
を
事
例
Ｄ
と
し
、
そ
の
他
を
事
例
Ｅ
と
す
る
。

括
弧
内
に
は
当
該
箇
所
を
有
す
る
伝
本
名
を
略
号
に
よ
り
示
す
。
出
典
、
及
び
他
の
文
献
に
当
該
事
項
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
場
合
は
各
項

目
の
末
尾
に
＊
印
を
付
し
、
当
該
事
項
を
挙
げ
る
。

事
例
Ｄ

⑴
38
王
羅
（
粘
・
伊
）

王
維
（
雲
・
関
）

＊
『
全
唐
詩
』
王
維
一

⑵
116
花
光
浮
水
上　

菅
三
品
（
粘
・
伊
）

花
光
水
上
浮　

菅
三
品
（
雲
・
関
）

＊
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、「
暮
春
侍
宴
冷
泉
院
池
亭
同
賦
花
光
水
上
浮
応
製　

菅
三
品
」。

⑶
142
厚
見
女
皇
（
粘
・
伊
）

厚
見
女
王
（
雲
・
関
）
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＊
『
万
葉
集
』
巻
八
、「
厚
見
王
」。

⑷
152
白
（
粘
・
伊
）

紀
（
雲
・
関
）　

＊
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』（
以
下
、『
私
注
』
と
略
称
す
る
）、「
紀
納
言
」。

⑸
226
白
（
粘
・
伊
）

田
（
雲
・
関
）

＊
『
私
注
』、「
田
達
音
」。

⑹
427
源
宗
于
（
粘
・
伊
）

源
致
行
（
雲
・
関
）

＊
『
古
今
集
』
巻
一
、「
源
宗
于
」。『
古
今
六
帖
』
第
五
、「
む
ね
ゆ
き
」。　
『
宗
于
集
』
所
収
。

⑺
471
題
故
元
少
尹
後
集　

白
（
粘
・
伊
）

題
故
元
少
尹
集
後　

白
（
雲
・
関
）

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
一
、「
題
故
元
少
尹
集
後
」。

右
の
う
ち
、
⑶
は
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
と
も
に
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
他
、
粘
葉
本
類
で
は
、
⑵
・
⑹
を
除
く
と
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
⑴
は
他
文
献
の
通
り
で
あ
り
、
⑷
粘
葉
本
類
の
「
白
」
は
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
33
（

。
⑸
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
「
白
」
も
誤
り
か
と
思
わ

れ
る
）
34
（

。

事
例
Ｅ

①
61
藤
滋
藤
（
粘
・
伊
）

ナ
シ
）
35
（

（
雲
）　
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清
渕
藤
（
関
）　　
　
　
　
　

＊
『
私
注
』、「
清
原
滋
藤
」。

②
81
李
橋
（
粘
・
伊
）

ナ
シ
（
雲
）

李
嶠
（
関
）

＊
『
全
唐
詩
』
銭
起
四

③
183
明
香
王
子
（
粘
・
伊
）

明
日
香
皇
子
（
雲
）

ナ
シ
（
関
）

＊
『
万
葉
集
』
巻
十
、
作
者
未
詳
。

④
210
紀
（
粘
）

ナ
シ
（
伊
）

已
上
白
（
雲
・
関
）　

＊
『
私
注
』、「
紀
納
言
」。

⑤
211
志
貴
皇
子
（
粘
）

ナ
シ
（
伊
）

安
貴
皇
子
（
雲
・
関
）

＊
『
万
葉
集
』
巻
八
、「
安
貴
王
」。

⑥
389
相
規
（
粘
・
伊
）
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相
如
（
雲
）

雪
中
氷
亦
釋　

相
如
（
関
）

＊
『
私
注
』、「
雪
消
氷
且
解
時　

相
規
」。

⑦
442
忠
岑
（
粘
）

ナ
シ
（
伊
）

忠
見
（
雲
・
関
）

＊ 

『
忠
見
集
』（
Ⅰ
・
Ⅱ
）・『
忠
岑
集
』
Ⅳ
・『
重
之
集
』
所
収
。『
古
今
六
帖
』
第
六
、「
た
ゝ
み
」。『
三
十
六
人
撰
』、「
忠
見
」。『
金
玉
集
』、「
し

け
ゆ
き
」。

⑧
479
送
友
帰
大
梁
賦
（
粘
）

ナ
シ
（
伊
）

送
友
人
帰
大
梁
賦
（
雲
・
関
）

＊
『
私
注
』、「
送
友
人
帰
大
梁
賦
」。

⑨
517
朝
綱
（
粘
）

菅
名
明
（
伊
）

江
（
雲
・
関
）　

＊
『
私
注
』、「
江
相
公
」。

⑩
519
中
務
（
粘
・
伊
）

伊
勢
（
雲
）

ナ
シ
（
関
）
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＊
『
古
今
集
』
巻
一
、「
伊
勢
」。『
古
今
六
帖
』
第
六
、「
い
せ
」。『
伊
勢
集
』
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
所
収
。

⑪
527
月
宴
夜
蔵
人
所
衆　

信
臣
（
粘
）

中
務
（
伊
）

月
宴
蔵
人
所
）
36
（

（
雲
）

月
宴
夜
蔵
人
所
（
関
）

＊
『
拾
遺
集
』
巻
三
、「
藤
原
経
臣
）
37
（

」。

⑫
595
都
（
粘
・
伊
）

右
丞
相
亭
法
花
会　

野
（
雲
）

右
丞
相
花
亭
法
花
会　

野
（
関
）

＊
『
私
注
』、「
野
相
公
」。『
和
漢
兼
作
集
』
巻
七
「
左　

相
花
亭
法
華
会
」、「
小
野
篁
」。

⑬
627
直
幹
（
粘
・
伊
）

菅
三
品
（
雲
）　

菅
三
（
関
）

＊
『
私
注
』、「
直
幹
」。

⑭
716
白
（
粘
・
伊
）

ナ
シ
（
雲
）

田
（
関
）

＊
『
私
注
』、「
田
達
音
」。

⑮
717
紀
（
粘
・
伊
）
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江
）
38
（

（
雲
）

内
教
坊
老
命
婦　

江
（
関
）

＊
『
私
注
』、「
後
江
相
公
」。

⑯
783
呉
越
王
書　

江
（
粘
・
伊
）

呉
越
王
報
書　

江
（
関
）　

江
（
雲
）

＊
『
本
朝
文
粋
』
巻
七
、「
為
清
慎
公
報
呉
越
王
書
」。

⑰
791
宋
之
間
（
粘
・
伊
）

宋
之
問
（
雲
）

ナ
シ
（
関
）

＊
『
全
唐
詩
』
宋
之
問
一
。

右
の
う
ち
の
⑫
の
作
者
名
に
つ
い
て
、
粘
葉
本
類
で
は
「
都
」（
都
良
香
）、
雲
紙
本
類
で
は
「
野
」（
小
野
篁
）
で
あ
る
。
先
学
に
よ
る
と
、「『
都
』

と
注
す
る
に
従
っ
て
お
く
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
）
39
（

、
ま
た
小
野
篁
も
都
も
「
時
代
が
合
わ
な
い
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
）
40
（

、『
和
漢
兼
作
集
』
巻
七

「
左　

相
花
亭
法
華
会
」
に
は
「
小
野
篁
」
と
あ
る
）
41
（

。

⑮
の
粘
葉
本
類
で
は
「
紀
」（
紀
長
谷
雄
）
と
書
さ
れ
て
い
る
が
、
雲
紙
本
類
で
は
「
江
」（
大
江
朝
綱
）
で
あ
り
、
三
木
雅
博
氏
が
述
べ
ら
れ
た

通
り
、
そ
の
「
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
不
明
」
で
あ
る
）
42
（

。

ま
た
⑦
に
つ
い
て
は
他
文
献
間
に
異
同
が
あ
る
。『
忠
見
集
』
Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
一
連
の
屏
風
歌
の
う
ち
に
あ
り
、『
古
今
六
帖
』・『
三
十
六
人
撰
』

に
も
「
忠
見
」
と
あ
る
。『
忠
岑
集
』
に
は
四
系
統
の
う
ち
の
Ⅳ
に
の
み
存
し
、
そ
の
歌
を
含
む
161
〜
174
は
島
田
良
二
氏
に
よ
る
と
「
増
補
」
歌
か

と
さ
れ
て
い
る
）
43
（

。
ま
た
、『
重
之
集
』（
176
）
に
も
本
歌
は
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
粘
葉
本
の
「
忠
岑
」
は
誤
り
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。



185　 第二章　第六節

前
述
し
た
通
り
、
⑫
・
⑮
は
不
明
で
あ
る
た
め
除
く
と
、
作
者
名
に
つ
い
て
誤
謬
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
）
44
（

、
雲
紙
本
：
四
か
所
（
④
・
⑤
・
⑥
・

⑬
）、
関
戸
本
：
六
か
所
（
①
・
②
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑬
）、
粘
葉
本
：
七
か
所
（
②
・
③
・
⑤
・
⑦
・
⑩
・
⑭
・
⑰
）、
伊
予
切
：
七
か
所
（
②
・
③
・

⑨
・
⑩
・
⑪
・
⑭
・
⑰
）
で
あ
り
、
こ
の
数
か
ら
粘
葉
本
の
方
が
雲
紙
本
類
よ
り
も
稍
々
多
い
こ
と
が
判
る
。

ま
た
、
前
掲
⑴
〜
⑺
、
及
び
①
〜
⑰
に
つ
い
て
、
諸
伝
本
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
（
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
も
含
む
）
に
し
か
見
ら
れ
な
い
事
例
が

一
五
か
所
（
⑴
・
⑵
・
⑶
・
⑷
・
⑸
・
⑹
・
①
・
②
・
③
・
⑩
・
⑫
・
⑭
・
⑮
・
⑯
・
⑰
）
も
あ
る
の
に
対
し
て
雲
紙
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い

事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
現
存
す
る
資
料
に
限
定
す
る
な
ら
ば
粘
葉
本
類
に
比
し
て
雲
紙
本
類
の
注
記
の
方
が
普
及
し
て
い
る
こ
と
が

判
る
。

以
上
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
同
箇
所
の
中
に
は
、
そ
の
他
の
諸
伝
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
本

文
・
注
記
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

注
記
に
お
い
て
は
雲
紙
本
類
の
方
が
粘
葉
本
類
よ
り
も
そ
の
数
は
少
な
く
、
誤
謬
の
数
も
少
な
く
、
ま
た
詳
細
な
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
い

ず
れ
か
一
方
に
作
者
名
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
も
う
一
方
に
は
注
記
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
粘
葉
本
類
、
雲
紙
本
類
と
も
に
そ
れ

ぞ
れ
二
〇
か
所
以
上
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
粘
葉
本
類
に
お
い
て
、
省
筆
と
い
う
方
針
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
既
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

個
々
の
本
文
の
後
人
に
よ
る
「
改
変
」
の
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
注
記
に
見
ら
れ
る
出
典
に
関
す
る
異
同
箇
所
に

つ
い
て
は
、
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
の
書
写
年
代
が
古
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
撰
者
が
そ
こ
に
全
く
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
よ
っ
て
以
上
挙
げ
た
事
例
か
ら
、
粘
葉
本
類
が
雲
紙
本
類
を
基
に
作
ら
れ
た
「
精
撰
本
」
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。

五

本
節
の
冒
頭
に
引
用
し
た
堀
部
説
・
久
曽
神
説
の
う
ち
、
ま
ず
堀
部
説
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
。
堀
部
説
を
踏
ま
え
て
そ
の
後
の
先
学
の
研
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究
の
中
に
は
諸
伝
本
は
雲
紙
本
系
統
、
粘
葉
本
系
統
の
「
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
」
と
い
う
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

本
調
査
結
果
か
ら
、
粘
葉
本
類
が
有
す
る
要
素
の
中
に
そ
の
他
の
諸
伝
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
例
え
ば
、
既
に
述
べ
た
巻
上
、
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
の
排
列
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
書
写
本
の
み
な
ら
ず
、

鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
本
、
及
び
版
本
に
ま
で
調
査
範
囲
を
広
げ
て
み
て
も
粘
葉
本
類
と
同
じ
排
列
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
）
45
（

。

本
書
（
第
三
章 
第
二
節
）
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
が
同
類
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
他

の
伝
本
と
の
関
係
に
お
い
て
は
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
「
粘
葉
本
系
統
」
と
言
え
る
系
統
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
雲
紙
本
類

に
し
か
見
ら
れ
な
い
事
例
も
確
認
さ
れ
た
。

次
に
久
曽
神
説
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
。

詩
歌
句
数
、
題
の
付
項
目
に
注
目
し
、
親
本
の
段
階
で
粘
葉
本
類
は
雲
紙
本
類
に
詩
歌
句
、
及
び
題
の
付
項
目
が
加
え
ら
れ
、
生
成
さ
れ
た
と

見
る
な
ら
ば
、
久
曽
神
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
雲
紙
本
類
が
「
初
稿
本
」（
粘
葉
本
よ
り
も
「
前
の
も
の
）
46
（

」
）
で
あ
り
、
粘
葉
本
類
が
「
精
撰
本
」

で
あ
る
と
す
る
推
論
に
矛
盾
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、注
記
に
焦
点
を
当
て
る
と
そ
の
捉
え
方
に
は
沿
わ
な
い
点
が
見
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

粘
葉
本
類
の
題
に
は
少
な
か
ら
ず
誤
写
が
あ
り
、
不
安
定
な
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
。
注
記
に
書
写
者
が
手
を
入
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
推
定
さ

れ
て
い
る
粘
葉
本
類
の
書
写
年
代
が
古
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
書
写
者
が
大
幅
に
改
訂
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た

粘
葉
本
類
に
記
さ
れ
て
い
る
題
・
注
記
の
う
ち
、
前
述
し
た
「
不
安
定
な
箇
所
」
に
撰
者
が
全
く
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
注
記
の
中
に
見
ら
れ
る
出
典
に
関
す
る
情
報
に
は
撰
者
に
し
か
知
り
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

本
節
中
、
既
述
し
た
通
り
、
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
歌
句
に
つ
い
て
は
、
322
（
撰
者
が
書
し
た
原
本
に
は
存
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
一
首
）
を

除
く
と
粘
葉
本
類
の
親
本
は
雲
紙
本
類
の
全
て
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
久
曽
神
説
の
通
り
、
雲
紙
本
類
、
粘
葉
本
類
が
そ
れ
ぞ
れ
「
初

稿
本
」、「
精
撰
本
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
題
・
個
々
の
本
文
・
注
記
の
書
写
内
容
に
は
い
く
つ
も
の
揺
れ
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
粘
葉
本
類
の
親
本
は
雲
紙
本
類
の
詩
歌
句
の
ほ
ぼ
全
て
を
有
し
て
い
る
（
脱
漏
が
殆
ど
無
い
と
考
え
ら
れ
る
）
と
い
う
点
に
も
稍
々
不
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自
然
さ
を
感
じ
る
。

撰
者
が
原
本
に
お
い
て
詩
歌
句
を
書
き
落
と
す
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
久
曽
神
説
の
よ
う
に
雲
紙
本
類
に
追
加
す
る
と
い

う
順
序
で
作
成
す
る
よ
り
も
粘
葉
本
類
の
も
と
と
な
る
も
の
か
ら
削
除
し
て
雲
紙
本
類
の
親
本
を
作
る
と
い
う
順
序
の
方
が
脱
漏
の
可
能
性
は
低

い
は
ず
で
あ
る
。
本
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
本
節
中
、
指
摘
し
た
脱
漏
の
可
能
性
の
あ
る
事
例
を
除
く
と
、
雲
紙
本
類
に
は
あ
り
、
粘
葉
本
類
の

親
本
に
は
無
い
題
・
詩
歌
句
は
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
立
項
す
る
題
、
及
び
本
集
に
収
め
る
詩
歌
句
の
選
定
と
い
う
採
録
の
基
本
と
な
る
部

分
に
お
い
て
撰
者
は
ま
ず
粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
の
共
通
的
基
盤
と
な
る
原
形
を
作
っ
た
と
考
え
る
方
が
矛
盾
は
少
な
い
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
原

形
に
見
ら
れ
る
排
列
と
粘
葉
本
類
の
排
列
と
が
同
様
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
詩
歌
句
が
削
ら
れ
、
書
写
内
容
に
手

が
加
え
ら
れ
た
結
果
の
も
の
が
雲
紙
本
類
の
親
本
の
姿
で
あ
っ
た
と
見
る
方
が
穏
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注（
1
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
415
・
420
頁

（
2
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  
大
学
堂
書
店
﹈
312
頁

（
3
）
前
掲
書
（
注
2
）
21
頁

（
4
）
前
掲
書
（
注
2
）
314
頁

（
5
）
三
木
雅
博
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』﹇
平
成
7
年  

勉
誠
社
﹈
206
頁

（
6
）
前
掲
書
（
注
5
）
に
同
。
136
頁

（
7
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
189
・
195
頁

（
8
）
前
掲
書
（
注
7
）
に
同
。
195
〜
197
頁

（
9
）
前
掲
書
（
注
2
）
に
同
。
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（
10
）
92
の
次
・
323
の
次
・
344
の
次
・
376
の
次
・
422
の
次
・
434
の
次
・
652
の
次
・
678
・
735
の
次
・
736
の
次
・
803
の
次
。
記
述
中
、「
の
次
」
と
は
『
新
編
国
歌
大
観
』

に
無
く
、
無
番
号
。
当
該
番
号
の
詩
歌
句
の
次
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
表
記
に
よ
り
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
。
以
下
、
同
。

（
11
）
そ
の
一
一
首
の
う
ち
、
三
首
（
344
の
次
・
735
の
次
・
803
の
次
）
を
除
く
八
首
に
つ
い
て
、
堀
部
氏
は
「
恐
ら
く
公
任
原
撰
本
に
は
存
し
な
か
つ
た
も
の
で

あ
ら
う
と
思
は
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
前
掲
書
〈
注
2
〉
に
同
。
316
頁
）
が
、
そ
の
三
首
（
344
の
次
、
735
の
次
、
803
の
次
）
に
つ
い
て
も
「
後
人
に
よ
る

追
補
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
344
の
次
は
下
絵
切
に
あ
り
、
735
の
次
は
雲
紙
切
に
あ
り
、
803
の
次
は
山
城
切
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
小

松
茂
美
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。
下
絵
切
は
「
十
二
世
紀
は
じ
め
」、
雲
紙
切
は
「
十
一
世
紀
末
な
い
し
は
十
二
世
紀
は
じ
め
」、
山
城
切
は

「
一
一
二
〇
年
代
」
の
書
写
と
推
定
さ
れ
た
（
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
370
・
384
頁
、
前
掲
書
〈
注
1
〉
に
同
〈
402

頁
〉）。

（
12
）
前
掲
書
（
注
2
）
に
同
。
316
頁

（
13
）
山
田
孝
雄
氏
校
訂
『
岩
波
文
庫
676
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
14
・
15
頁

（
14
）
前
掲
書
（
注
7
）
に
同
。
190
頁

（
15
）
42
・
321
・
380
・
449
・
564
・
712
・
714
・
729
・
784

（
16
）
付
項
目
と
は
、
例
え
ば
事
例
Ｂ
冒
頭
の
「
子
日
付
若
菜
」
の
中
の
「
若
菜
」
を
指
す
。「
付
」
の
後
に
続
く
当
該
題
関
連
の
題
の
こ
と
を
以
下
、
付
項
目
と
呼

称
す
る
。

（
17
）
雲
紙
本
、「
躅
✓躑
」
と
あ
る
。

（
18
）
雲
紙
本
、「
八
月
十
五
夜
付
月
」。
た
だ
し
、「
八
月
」、
別
筆
。

（
19
）
雲
紙
本
、「
雪  

氷
付
春
氷
」。
た
だ
し
、「
付
春
氷
」、
別
筆
。

（
20
）
雲
紙
本
、「
雪  

氷
付
春
氷
」。
た
だ
し
、「
付
春
氷
」、
別
筆
。

（
21
）
前
掲
書
（
注
7
）
に
同
。
194
頁
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（
22
）
雲
紙
本
、「
梅
付
紅
梅
」。
た
だ
し
、「
付
紅
梅
」、
別
筆
。

（
23
）
雲
紙
本
、「
紅
葉
付
落
葉
」。
た
だ
し
、「
付
落
葉
」、
別
筆
。

（
24
）
雲
紙
本
、「
氷
付
春
氷
」。
た
だ
し
、「
付
春
氷
」
別
筆
。

（
25
）
雲
紙
本
、「
氷
付
春
氷
」。
た
だ
し
、「
付
春
氷
」
別
筆
。

（
26
）
雲
紙
本
、「
仙
家
付
道
士
隠
倫
」。
た
だ
し
、「
付
道
士
隠
倫
」、
別
筆
。

（
27
）
雲
紙
本
、「
親
王
付
王
孫
」。
た
だ
し
、「
付
王
孫
」、
別
筆
。

（
28
）
雲
紙
本
、「
僧
」
を
削
消
し
、
そ
の
上
か
ら
別
筆
に
て
「
客
」
と
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
本
書
（
第
一
章 

第
三
節
）
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

（
29
）
雲
紙
本
、「
盈
」
を
削
消
し
、
そ
の
上
か
ら
別
筆
に
て
「
満
」
と
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
本
書
（
第
一
章 

第
三
節
）
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

（
30
）
前
掲
書
（
注
5
）
に
同
。
181
頁

（
31
）
前
掲
書
（
注
5
）
に
同
。
185
頁

（
32
）
前
掲
書
（
注
5
）
に
同
。
182
頁

（
33
）
三
木
雅
博
氏
訳
注
『
和
漢
朗
詠
集 

現
代
語
訳
付
き
』﹇
平
成
25
年  

角
川
学
芸
出
版
﹈
84
頁

（
34
）
川
口
久
雄
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
72
﹇
昭
和
41
年  
岩
波
書
店
﹈
104
頁

（
35
）
雲
紙
本
、「
清
滋
藤
」
と
書
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
は
別
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
36
）
雲
紙
本
、「
月
宴
夜
藏
人
所
」
と
あ
る
が
そ
の
中
の
「
夜
」
は
削
消
さ
れ
た
上
か
ら
別
筆
に
よ
り
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
37
）『
拾
遺
抄
』、「
藤
原
信
臣
」（
谷
森
本
）（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
73
﹇
昭
和
40
年  

岩
波
書
店
﹈
185
頁
に
拠
る
）。

（
38
）
雲
紙
本
、「
江　

内
教
坊
老
命
婦
」。
た
だ
し
、「
内
教
坊
老
命
婦
」
は
別
筆
に
よ
る
。

（
39
）
後
藤
昭
雄
氏
の
ご
教
示
に
拠
る
（
島
津
忠
夫
・
日
比
野
純
三
両
氏
編
著
『
未
刊
国
文
資
料
第
四
期
』
第
六
冊
﹇
昭
和
51
年  

未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
﹈
45
・

47
頁
）。
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（
40
）
前
掲
（
注
33
）
に
同
。
202
頁

（
41
）
大
曽
根
章
介
・
堀
内
秀
晃
両
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
61
﹇
平
成
5
年  

新
潮
社
﹈
369
頁

（
42
）
前
掲
書
（
注
34
）
に
同
。
363
頁

（
43
）
島
田
良
二
氏
著
『
平
安
前
期
私
家
集
の
研
究
』﹇
昭
和
43
年  

桜
楓
社
﹈
397
頁

（
44
）
前
掲
書
（
注
34
）・
前
掲
書
（
注
41
）
を
参
照
し
た
。

（
45
）
鈴
木
健
一
氏
「『
和
漢
朗
詠
集
』
版
本
考
」『
汲
古
』
第
一
二
号
﹇
昭
和
62
年
12
月
﹈

（
46
）
前
掲
（
注
7
）
に
同
。
194
頁




